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保育園の自己評価表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津幡町立認定こども園中条東保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価対象期間】 

令和６年 ４月 １日から令和７年 ２月２８日 

【評価責任者】 

津幡町北中条 6 丁目 39 番地 

津幡町立認定こども園中条東保育園 

園長 福島 由香里 



保育園における自己評価の結果 

 

 

 

 

 

 

１．保育・教育の計画の構成と実施に関する評価 

項

目 
内 容 

評価 
意見・改善策 

A  B C D 

保
育
・
教
育
目
標
に
つ
い
て 

(1) 
保育・教育目標の具現化に向け、乳幼児の実態

を踏まえた重点目標を設定しているか。 
 ○   

 
 
 

 
 
前年度・前月の反

省を生かしつつ子
どもにとっての最
善を考え職員間で

話し合いながらね
らいや目標を立て
ている。 

(2) 
目標は、各施設や地域の特色を生かしている

か。 
〇    

(3) 
目標は、社会の要請や保護者の願いを反映して

いるのか。 
 ○   

(4) 
目標は前年度の反省を生かし、全職員で検討

し、共通理解を図っているか。 
〇    

保
育
・
教
育
に
つ
い
て 

(1) 
指導計画は、乳幼児の実態に即して作成してい

るか。 
○    

指導計画について
は、毎月子ども達

の状況・育ちを踏
まえてその時期に
子ども達に経験さ

せたい内容となる
よう作成してい
る。また、未満児に

おいては、一人一
人に合った個別の
ねらい・配慮事項

を作成し、保育を
行っている。 

(2) 
１日の流れ（デイリープログラム等）は現行で

よいか。 
〇    

(3) 
環境の構成を意識した保育・教育や過程を常に

工夫しているか。 
 ○   

(4) 素材・用具を適切に活用しているのか。  ○   

(5) 
評価結果を基に、保育・教育の改善に努めてい

るか。 
 ○   

行
事
に
つ
い
て 

(1) 行事の種類や実施回数は適切か。  ○   

年齢に応じた行事
の持ち方を考え、
工夫しながら行っ
ている。 
PDCA サイクルをし
っかりと意識した
体制をとってい
る。 
行事後や保護者ア
ンケートで願いや
意見を聞き、取り
入れるように努め
ているが十分とは
いえない為今後の
課題である。 

(2) 
行事のねらいを計画や実施に十分生かしてい

るか。 
 ○   

(3) 
計画・実施・評価・改善(PDCA サイクル)の体制

をとっているか。 
○    

(4) 保護者の願いや意見を取り入れているか。   〇  

食
育
に
つ
い
て 

(1)   
食育の計画を作成し、よりよい食習慣や心身の     
健康の基礎を培うよう努めているか。 

 ○   

年齢別に目標やね
らいをたて、活動

計画に基づいて保
育活動に取り入れ
ている 

 (2)   
乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう
食育について見直しや改善を図っているか。 

 ○   

 

A  達成できている 

B  おおむねできている 

C  一部検討を要する 

D  改善を要する 



２．保育・教育の計画の構成と実施を支える諸条件に関する評価 

 

項 目 内 容 
評 価 

意見・改善策 
A B C D 

経 
 

営 

・ 

組 
 

織 

分
掌
・
体
制 

⑴ 能率的、合理的な運営組織になっているか。 ○    
副園長が事務業務
を担うことで、保
育士の事務分担が

減り、その分保育
に集中できてい
る。 

⑵ 職員の配置は適材・適所か。  ○   

⑶ 係や仕事の分担・割り当ては適切か。  ○   

運 
 

営 

⑴ 各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 ○    
必要な会議・園内
研修は、計画的に

日程を決め行うこ
とができた。 

⑵ 
職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協

力や助言を惜しむことなく施設の運営に関

わっているか。 

 ○   

年
齢
別
・
ク
ラ
ス
経
営 

⑴ 
年齢別・クラス目標は、保育・教育目標や重

点目標に基づいて設定しているか。 
 〇   

年齢別の保育・教

育目標は、子ども
達の育ちや実態に
即した内容になっ

ている。 
行事後、活動を年
上児が年下児に教

えてあげる等異年
齢で楽しみ、次年
度に繋ぐことを意

識した活動を取り
入れるようにして
いる。 

⑵ 
年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即し

て設定しているか。 
 〇   

⑶ 
同年齢および異年齢児間の効果的な活動の

充実を図っているか。 
 ○   

⑷ 評価、資料（諸記録）を集積しているか。 ○    

保
健
・
安
全
指
導 

⑴ 
年齢別・クラス経営に生かされるような具体

的保健対策を講じているか。 
 〇   

年齢別に看護師に
よる衛生指導を随

時行い、手洗い、
うがいの大切さや
歯磨き指導を行っ

ている。 
防災・交通安全年
間計画を作成し、

計画に沿って指導
を行っている。 
消防署員に依頼

し、防災教室・避
難訓練の実地指導
を行っている。 

⑵ 
避難訓練・交通安全指導を、適切に実施して

いるか。 
○    

⑶ 
健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成の

ため、家庭への啓発を行っているか。 
 ○   

⑷ 
乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・

関係機関等と連携を図っているか。 
 ○   

情
報
の
取
り

扱
い 

⑴ 
乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に

取り扱っているか。 
○    

個人情報の取り扱
いには十分に気を

つけている。 

⑵ 
公文書収受、発送、処理を適切に行っている

か。 
○    

 
 
 

研
究
・
研
修 

園
内 

⑴  
研究主題は、保育目標の具現化につながるも

のである。 
 〇   

子どもが主体的に
遊べる環境を物的
人的両面から考え

保育することで保
育目標の具現化に
繋がっている。 

主任保育士が中心
となり積極的に未
満児会議・以上児

会議を行い、職員
の子ども理解・資
質の向上につなげ

ている。 

⑵  園内研修の計画・運営は適切か。  ○   

⑶  
研究成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育

ちに反映させているか。 
 ○   

⑷  
研究の実践による乳幼児理解が深まりをみ

せているか。 
 ○   

園
外 

⑴  
各種研究会、研修会、講習会への参加態勢の

充実を図っているか。 
〇    

自己の課題に合った研

修会に積極的に参加し

ている。研修会の伝達

は、記録の回覧が主にな

っている。一人の学びを

みんなの学びにできる

ように研修会の報告を

取り入れていきたい。 

⑵  各種研究会、研修会、講習会での内容を園内

に還元しているか。 
  ○  



 

       内  容 
評 値 

意見・改善策 
項 目 A B C D 

施
設
・
設
備 

⑴ 
施設内外・設備の安全点検を計画的に行って

いるか。 
〇    

安全点検は、毎月
職員が園内外を点
検項目に沿って行
っている。 
警察署員を年 2 回
招き不審者対応に
ついて職員が学ん
だり、子ども達を
交えて訓練を行っ
たりしている。 
玄関の掲示板やコ
ドモンの一斉配信
で保育活動や感染
症情報等をわかり
やすく知らせてい
る。 

⑵ 
遊具・用具等を活用しやすいように整理・保

管しているか。 
 ○   

⑶ 
不審者等の対する周到な配慮を行っている

か。 
 ○   

⑷ 
掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用

しているか。 
〇   

 

出納 

経理 
⑴  

保護者会会計を適正かつ適切に処理してい

るか。 
○    

保護者会会計を通
して適切適正に行
っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
か
れ
た
保
育
園
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

施
設
間
交
流
・
連
携 

⑴ 
他施設等の幼児児童生徒と触れ合う中で(乳)幼

児が楽しく過ごし充実感を味わう事が出来るよ

うな配慮や援助・支援を行っている 
 ○   

小学校運動会の見
学や秋の遊びに招
待してもらい小学
生の姿を見たり等
交流する機会を持
つことで、年長児
の就学への期待に
つながっている。 
以前行っていた職
員による授業参観
も今後取り入れて
いきたい。 

⑵  
参観や保育・授業等に参加するなどして、小

学校等の教育は理解しているか。 
  〇  

⑶ 
日常的に情報を交換し、それを交流活動に生

かしているか。 
 ○   

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携 

⑴ 
参観時間を制限せず、保護者以外も対象にし

た参観日等を設置しているか。 
〇    

関係機関の方によ
る参観を必要に応
じて実施してい
る。 
田んぼ作り、生け
花教室、お茶会、
科学遊び等地域の
方に指導していた
だき、職員だけで
は行えない豊かな
体験活動を実施し
ている。 

⑵ 
保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は

適切か。 
○    

⑶ 
(乳)幼児の興味や関心に基づいて地域社会・

その他の施設と交流しているか。 
 ○   

⑷ 
地域の行事に参加し、地域の文化や生活に触

れているか。 
 ○   

子
育
て
支
援
の
推
進 

⑴  
地域の子育て支援として、園庭や保育室等を

開放しているか。 
〇    

施設開放は、月 1
回予約制で開放し
ている。 
保護者からの子育
て相談には、必要
に応じ随時対応し
個別面談も行って
いる。 
保健師、児童発達
支援センター等の
専門機関と連絡を
とり合いながら子
どもの育ちを共有
し、必要な情報を
保護者にも提供し
ている。 

⑵  
「子育てについて」など、保護者を対象とし

た情報提供の機会を設定しているか。 
 ○   

⑶ 
職員による育児に係る「子育て相談」は充実

しているか。 
 ○   

⑷ 
医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を

図り、保護者にとって必要な情報を提供して

いるか。 

 ○   

情
報
の
発
信 

⑴  
コドモン(保育支援システム)やホームペー

ジなどを活用して、施設の情報を積極的に発

信しているか。 

 〇   

各クラスの活動をコ

ドモンのドキュメン

テーションを使って

保護者に発信し、子

どもの育ちや保育活

動がより分かるよう

にしている。 

地域や地各施設への

情報提供が少なく今

後の課題である。 

⑵ 
行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や

児童施設、小学校に対して周知しているか。 
  〇  

外
部
評
価 

⑴ 
第三者評価を導入し施設運営に反映してい

るか。 
 ○   

行事後に保護者ア
ンケートで意見や
要望をもらい、そ
の後の行事・施設
運営に反映させる
よう努めている。 ⑵ 

地域や保護者の意見を施設運営に反映して

いるか。 
 ○   

 

項 目 


